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蠶兒の吐絲管の構造及大きさに就いて

金澤勇

蹴の鰯腺は大別して四つ囎B分となすこと洲陳る．鵬準ヒ繍；、商鄭徽沖部縣腺、

後編陳である・繍瀕は微B綜搬幅徽にて蛾されて繭倉部襯を瀦し、後左
禰一鴨して吐繍を遡し吐縦才・るのである。余は此の吐繍嚇造娯の大きさを騨に

調査したのであるが・之欄孫の搬曙究誠鰍造絹徽關嚇昌縷蹴於ける締しの

瀧歎き樽の研究の鶴となら牌である。　　　　　　　　，、
　調査材料國熱一つ蹴鞭をB・・i・邸綻灘・醐定し、a1・・h・170％中に貯へ置

き焔ものなり・測定媚は五頭・F均なり。

調査ts法欄顯蹴下にて蝋隔皐剖し、吐雛阪前部wwx附瀧取凝転凹舗㈱
子を励款第に巌の高きa1・・h・1を渤1し纈1・・h・1に知で・y1・1を渤1し，材糀

邊卿こし蹴石箭にて撫て灘鏡下にて調髄り。期大きさ捌定するにqcg：。k。1鋤。i。．

「°me七e「及・bj・噸・i…me七・・を用ひたり。

調査結果吐辮隙蠕風墜鞭，共甑の三画嘔分される．其の背面及側醐察囲
を示ぜば次の通りなり。
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1コ2　　　　　　　　　　　　　　　薩t　　縣　　　躯　　　雅　　　誌　　　　　　　　　　　　　〔第六巻

　　吐綜の行程．h先づ1鉤音1聯腺より槻るに、前部縣腺中にはSeヱici11及1∫ibroin充lll肉し屠り、典

　の外律0，150ユ1’L．1／ti．内終≦0．0（i（）m．mo．なり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　フィリッピ氏腺はその綱鋼1妻捷ざるも何等か吐絡τ繕源あるもの蜘く之は左葡朔午隔綜

　腺合一部より梢後部に！｝1・］孔し、此の腺の導管の太さは外径O。113　111・1n・内穫0．018m・llユ・なり・

　共辿証とは左右前部絹縣糠の脅一・部よりJiJi・謂鰐伏キチンの後端までを云ふ、其の長さ0・2コm・肌

　共の背面親禦に於ける太さ外裸0．180　m．m・内径0．075m・1n・にして、同じく絹綜物質充漏す。

　　塵繍副ま内部厚いキチン質の壁よりなり、内面上側には黒褐色つキチン板が縦瀧し．下側後

　部には巾廣きキチン板が存り、而して此等のキチン質の壁及キチン板に筋肉附着し、此の仲縮

　により撚綜部の管腕を遡宜㎎聯ll｝し3くは膨大し、吐出さるべき液歌絹を墜迫し、之に一定の形態

　を興へるのであるとされてゐる。此の墜赫匝の背面槻察における太さは外穫0．106　m・m，内輕

　0・038m・ユ11．なり。此の蜷紡部をパラフィン切片にて調査せるに次圓ρ如き構造を示す。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　而して此の歴継慨中に存在する絹物質と吐綜さ

　　　　　　　〔騰綜匿横翻葡〕　　　　　　唱れたる絹綜の太さとは略同等なることを認めたり。

te調・＿　　窮激　　鵬鰯剛・の絹物質の巾゜・G°3紬厚さ
　　　　騨・　　tt7　　　　蕪1’諏・　　0．OO15　mlm・なるに、吐綜されたる絹綜も巾

　　　　　　　　　　　　　　1欝　課鶏篇麗15鴛：篇㌘編‡難

　　　　　　：　　　　　　、＼、＼　　　　　板の巾O．　090　mm・にして、背面浩しくは腹面槻　　、

　　　　！／　　　　　　　　　’　　　チ　　察に於ては此等二個のキチン版相重なりて、恰も

　　緬　　　　　　　最鰍をなして見ゆることを認めたり。
　　寝　　　　　　　吐繍懸擁との境には筋肉F騰し居り、吐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綜部を左右に廻韓する作用をなす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐綜部とは劒歌キチン前端より蘭部をX一ひ、此

　の吐縣部外壁はキチン質よりなり、俗左右上下の四側に於てキチン質梢良く磯態して支柱の役

　をなす。典の長さ0，3δ2m，m・太さ外径0，150　m・m，内径O，Oo「2エnmなり。而して吐綜孔諮

　端に於て外1雍稻細くなり、内樫梢太くなりて、其の吐綜孔の縁の厚さはO｝Ol2ユil、111、なり。而

　して叉パラフィン切片観察にて吐綜廠を通過する絹綜は吐紡環内纒より蓬かに細く、吐綜管壁　　・

　に附着せナ遊離の欺態にて存在するものなるを認めたり。換君すれば絹縣の太さは、既に撚綜

’厩に於て形域されるもの「玉如くであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oc亡．2U．1933．　於上田懲系糸專門墨校）

　　　（附圃は不闘僚の黙あるに就き、研究者は直接著者に問合され度し）
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